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検査内容変更に伴う報告書変更 
のお知らせ 

 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

この度、下記検査項目におきまして、検査内容変更に伴う報告書記載内容の変更をご案内い

たします。 

健康と医療の未来に貢献すべく、より良い検査サービスのご提供に努めてまいります。 

謹白 

 

記 
 

■ 変更日   2022 年 11 月 28 日（月）ご依頼分より 

 

■ 対象項目 

項目コード 検 査 項 目 

0E54 8 オンコマインDx Target TestマルチCDx（FFPE） 

0E55 5 オンコマインDx Target TestマルチCDx（FF） 

0E53 1 オンコマインDx Target Testマルチ研究用46遺伝子解析（FFPE） 

0E56 2 オンコマインDx Target Testマルチ研究用46遺伝子解析（FF） 

 

■ 変更内容 

当該検査についてALK融合遺伝子陽性の非小細胞肺がん患者に対する分子標的薬「ローブ

レナ（一般名：ロルラチニブ）」およびEGFR遺伝子変異陽性の非小細胞肺がん患者に対する

「ビジンプロ（一般名：ダコミチニブ水和物）」のコンパニオン診断薬として適応追加の承認

が取得され、先に総合検査案内の記載を追加・変更しました。（SRLNEWS_No2022-77） 

この度、報告書の記載も追加・変更いたしますのでご案内いたします。 



 

 

 

■ 変更内容詳細 

報告書の「関連する薬剤名」に「ロルラチニブ」「ダコミチニブ水和物」を追加いたします。 

 

＜対象遺伝子変異等と関連する医薬品＞ 下線太字：追加部分 

BRAF V600E変異 
ダブラフェニブメシル酸塩及びトラメチニブ ジメチルスルホキシ

ド付加物の併用投与 

EGFR遺伝子変異 
ゲフィチニブ、エルロチニブ塩酸塩、アファチニブマレイン酸塩、

オシメルチニブメシル酸塩、ダコミチニブ水和物 

ALK融合遺伝子 クリゾチニブ、アレクチニブ塩酸塩、ブリグチニブ、ロルラチニブ 

ROS1融合遺伝子 クリゾチニブ、エヌトレクチニブ 

RET融合遺伝子 セルペルカチニブ 

 

■報告書見本 
 

・EGFR遺伝子変異            ・ALK融合遺伝子 

※赤枠内が変更内容です 


